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要約 

・ COVID-19 に焦点を当てコロナウイルスの心臓血管系に対する影

響について示されている。 

・ COVID-19 は、新たな心臓病を誘発し、また、既存の心臓血管疾

患を悪化させる可能性がある。 

・ 心臓の損傷（上昇トロポニンレベルによる定義）、心筋炎、および

急性呼吸窮迫症候群（Acute Respiratory Distress Syndrome： 

ARDS）の存在は、死亡率に対する独立した強力な関連要因であ

る。 

・ COVID-19 の高い炎症性負荷は、重大な心臓血管合併症を引き

起こすことが予想されている。 

・ COVID-19 の重症度、範囲、短期・長期の心臓血管系への影響、

そして特定の治療の効果は、まだ知られていない。 

・ 治療は、特定の効果的な抗ウイルス療法が利用可能になるまで、

主に支持療法と合併症の治療に基づき行われる。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ 最新のガイダンスについて、米国疾病予防管理センターおよび専

門学会のウェブサイトを確認することが推奨されている。 

・ COVID-19 患者の前向きレジストリは、心臓血管合併症を特定し、

そのリスクモデルを開発し、様々な治療に対する反応を特定・予測

するために役立つ。 



 


